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新たな船出！魅力発信。 

海も山も潮風匂う加茂にカモ～ン‼ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

私たち加茂住民が安全で安心に暮らせ、若者壮年世代が活躍できる楽し

い加茂にしていきます。 

 県・内外から、外国から来られる方が目で見て楽しめる、食べて楽しめる、体

験して楽しめる、学んで楽しめる加茂にする。 

 

 

 

 令和元年度 ～ 令和５年度 

 

  

３．計画の期間 

１．加茂ビジョンのスローガン 

２．加茂の将来像 

 

海も山も人もすべていい魅力あるまち「加茂」 

賑わう新しい港町へと船をこぎ出すまち「加茂」 

潮風匂う自然あふれるまちにみんなおいでよ！加茂にカモ～ン！！ 
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 加茂地区は、高館山と日本海に囲まれた風光明媚な土地で、加茂・油戸地域・今泉・

金沢の４つの地域で構成されています。加茂の歴史は古く、鎌倉時代の五輪塔二基、

宝篋印塔三基が残されている。貞応時代(1223年)頃には海運業が盛んになり、そのこ

ろ北は庄内加茂までとあり、早くから加茂港に船が盛んに入港していました。江戸中

期～明治初期までは北前船で栄え、大正時代には北洋漁業の基地として発展したこと

から地区内には神社や寺が多く点在するほか、狭い路地や歴史を感じさせる邸宅や蔵

など港町の景観が今もなお残る風情豊かな地域となっています。 

ここに住む人々は、狭い地域に住宅が密集していることや旧加茂中学校、旧加茂小

学校があったこと等により、住民相互の絆の深さ、世代を超えたつながりを保ってい

ます。また近年は、加茂水族館の賑わいとともに加茂レインボービーチやみなとオア

シスを活用した各種イベントには多くの観光客や海水浴客が訪れており、地域内の賑

わいが加速しています。 

しかしながら、近年相次いで中学校・小学校・保育園が閉じられたことにより、子

育て世帯の流出と高齢世帯・空き家の増加が目立つ状況にあり、地域コミュニティ力

の向上と安全で安心な暮らしの維持が喫緊の課題となっています。また、地域活性化

の要となりうる観光協会や商工会などが組織化されていないことから、加茂地区にあ

る豊富な資源がうまく活用されていないことも課題の一つです。 

 

 ◇世代を越えたつながりが強い         

◇ＮＰＯ等地域で活動する団体が多い      

◇海運業・漁業で栄えた頃の歴史と景観が残る  

◇各地域に伝わる祭りや文化的資源がある     

◇水族館･港･ビーチ･寺社仏閣等の活用資源が豊富    

◇海・山などの恵まれた自然          

◆人口減少と高齢化の加速（子育て世代の流出） 

◆地域コミュニティ意識の脆弱化        

◆地域の拠点施設(コミセン)の老朽化      

◆土砂災害・津波発生の恐れがある       

◆買い物・交通など生活環境の弱体化      

◆空き家の増加                

 

４．現状と課題 
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     ４月１７日    油戸祭り 

       ５月 ５日    金沢祭り 

       ５月１８日    加茂祭り 

         〃       今泉祭り 

         ５月末    加茂地区市民大運動会 

 

 

      ７月    加茂港大漁フェスティバル 

  ７月～８月    加茂レインボービーチ海水浴 

      ７月～９月    海教塾 ヨット教室 

 

  

     ９月末    加茂地区敬老会 

     １０月    油戸運動会・芋煮会 

   〃     みなとオアシス加茂 秋祭り 

           〃     みなとオアシス加茂 釣り大会 

 

 

     １月    加茂地区新年祝賀会 

          ２月    加茂地区市民作品展 

１２月～３月    配食サービス 

 

 

 

 

５．加茂のイベント紹介 
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  ６．数字で見る加茂 

地域人口分析・予測シミュレーション分析結果ファイルより 

加茂の今後の人口予測 

90401060

90 40 10 60
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〜24

〜34

〜44

〜54

〜64

〜74

〜84

90〜

2038年

加茂の人口ピラミッド予測

2038年女

2038年男
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新たな船出！魅力発信。 
海も山も潮風匂う加茂にカモーン‼ 

 

 温かい地域性を活かし、地域の絆を強化し安全で安心で心豊かに暮らせる生活を

めざします。また、加茂の魅力である豊かな自然や歴史・文化など豊富な地域資源

の情報発信により誘客を促進し、人口減少に歯止めをかける移住へとつなげます。 

 

1. 自然・風景を活かし 

加茂の魅力を発信し、賑わいを創出 

 

2. 産業を振興するため 

特産品開発、旧小学校跡地の活用などで誘客を促進 

また、組織連携の体制づくりを研究 

 

3. 暮らしやすい環境づくりのため 

防災･生活支援･空き家対策など、身近なところから 

一歩ずつ安心へとつなげるまちづくりを推進 

 

4. 地域の若者･子どもが活躍する地域づくりのため 

地域内での交流の場や若者主体の事業を検討 

 

５．歴史･教育を守り伝えていくため 

  日本遺産｢北前船寄港地｣認定を活かした歴史･文化 

の継承   

７．取り組みの方向性 
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すぐに着手する項目別の活動内容 主な連携先 

 加茂地区で活動している各種団体と連携し、活性化につなげる 
加茂地区で活動する 

すべての団体 

１．自然・風景を活かしていくための活動 （加茂の魅力を発信し、賑わいを創出する） 

 ①加茂の魅力満載の写真をインスタで発信して加茂に来てもらおう ホームページ委員会 

 ②ビューポイントの町歩き景観マップと看板を作る 
加茂の文化遺産を  

愛する会 

２．産業を振興していくための活動 （特産品を開発し、製造までのしくみをつくる） 

 ①特産品(コロッケ、チーズケーキなど）を開発し、製造する。 地域住民 

 ②加茂オリジナルの商品の考案 地域振興部、地域住民 

３．暮らしやすい環境づくりのための活動 （身近なところから少しずつ安心へとつなげるまちづくり） 

 ①皆が集えるコミセンを作る 鶴岡市 

 ②楽しく身につく防災塾の実施 
自主防災会     

連絡協議会 

 ③本当に必要な｢買い物・生活支援｣を実現するための実態把握 町内会長会、住民会 

 ④加茂地区の環境美化～まちづくりは環境整備から～ 
生活環境部 

整備箇所に関わる団体 

４．地域の若者・子どもが活躍するための活動 （若者・子どものパワーが加茂を変える） 

 ①教育チームと若者の交流会を開く 育成会 

 ②加茂を元気にする取り組みの現状と課題を若者に知ってもらう 自治振興会 

５．加茂の歴史・教育を守り伝えていくための活動 （加茂の歴史を後世に残し伝える） 

 ①日本遺産「北前船寄港地｣追加認定 周知とガイド看板設置 
加茂地区の各団体 

自治振興会・鶴岡市 

 ②帆船乗組員が加茂に残した「泊町大黒舞｣の継承 
泊町大黒舞保存会 

自治振興会・鶴岡市 

 

 

８-1．事業計画（すぐに着手する活動内容） 
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８-2．項目ごとの実践スケジュール 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

事業内容計画 HP委員会・中高生

SNS教室の開催

（地区内・2回目8/25開催）

インスタ発信のしくみづくり

（観光客・地区外の方）
HP委員会

タグ付け周知 HP委員会

カードの配布（水高生、公益大生、コミセン

地区高校生、水族館）
HP委員会

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

ビューポイント等選定

（加茂八景・インスタデータから選ぶ）

加茂の文化遺産を愛する

会/公益大/鶴岡市

見積マップ⇒発注⇒納品 　　　　　〃

看板内容検討（令和2年度） 　　　　　〃　

デザインの依頼

（ビューマップ元年度・看板2年度）
　　　　　〃

設置ポイントを決める（令和2年度） 北前船関係

見積⇒発注⇒工事（令和2年度） 　　　〃

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

【　備　考　】

'英語版／古道MAP、　草刈り（景観維持）

実

践

項

目

１

加

茂

の

魅

力

満

載

の

写

真

を

イ

ン

ス

タ

で

発

信

し

て

加

茂

に

来

て

も

ら

お

う
【　備　考　】

地区内の高校生・中学生

加茂人（公益大ゼミ学生）

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

ビ

ュ

ー

ポ

イ

ン

ト

の

ま

ち

歩

き

景

観

マ

ッ

プ

と

看

板

作

り

(

主

体

／

自

然

チ

ー

ム

）

実

践

項

目

１

令和元年～２年

令和元年～２年

加茂

GD

自然・風景を活かしていくための実践スケジュール
（加茂の魅力を発信し、賑わいを創出する）

水族館
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８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

協力してくれる人を募る　コロッケ販売 　　　　  秋祭り （作品展） 秋祭り 産業チーム、地域住民

特産品（チーズケーキ）を試作する 秋祭り

試食会・アンケート調査の実施

新作の考案（他地域の特産リサーチ等）

元～２ 年　　

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

イベント情報収集 地域振興部

他地域の特産品・出店方法リサーチ

商品のアイデア考案 地域振興部、地域住民

販売に協力してくれる人を募る 地域住民

販売できる場所を探す（ネット販売含め）
自治会（ホームページ）

地域住民

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

加

茂

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

商

品

(

特

産

品

）

を

販

売

す

る

【　備　考　】

食材等については季節限定のものでも良い。

元々地域にあるもの活用する。自分たちで作ることも視野。

加茂で取れる食料を商品に。

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

特

産

品

(

コ

ロ

ッ

ケ

、

チ

ー

ズ

ケ

ー

キ

な

ど

）

を

開

発

し

、

製

造

す

る

。
【　備　考　】

・コロッケ

8月　　　　　協力者を募る・予算の確保

9月　　　　　試作する

10月13日　秋祭りで販売（2種）

2月　　　　　作品展で販売

・チーズケーキ

8月　 　　　予算の確保

　　　　　　　レシピ・協力者の確認

10月　　　　協力者を募る

11～1月　　試作する（数回実施の可能性あり）

2月　　　　　作品展で試食・アンケート実施

（作品展）

令和元年～２年

加茂

GD

特産品を開発し、製造までの仕組みをつくる実践スケジュール
（産業を振興していく）

加茂

GD

産業を振興していくための実践スケジュール
（特産品を開発し、製造までのしくみをつくる）
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年　　

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

現在の利用団体と利用状況を調べる 自治振興会事務局

どんな部屋（様式や広さ）が必要か

検討する
地域住民・各種団体

利用者の意見をまとめ要望内容を決める 地域住民・各種団体

市との協議

年　　

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

年間計画（年度ごとの目標設定）
加茂地区自主防災会連

絡協議会

事業実施スケジュール作成

内容検討

関係者に依頼⇒打合せ

地区内への周知（募集）

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

皆

が

集

え

る

コ

ミ

セ

ン

を

つ

く

る

（

主

体

／

環

境

チ

ー

ム

)

楽

し

く

身

に

つ

く

防

災

塾

（

主

体

／

環

境

チ

ー

ム

）

【　備　考　】

・検討には、利用者団体の意見も反映　・子どもたちの目線、意見

・各利用団体にアンケート？　・ワークショップ？　　などなど、、、、

【　備　考　】

･運動会競技　　・防災訓練でのクイズ　　・炊き出し　　・ＡＥＤ講習会

・高齢者・一人暮らし世帯の避難ネットワークづくり　　・防災リュック講習会

加茂

GD

暮らしやすい環境づくりのための実践スケジュール
（身近なところから少しずつ安心へとつなげるまちづくり）
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年　　

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

アンケートの実施（加茂地域） 加茂町内会長会

調査結果まとめ・結果分析

他地域（油戸・金沢・今泉）へ情報共有

⇒住民会にて検討いただく

油戸・金沢・今泉

住民会

支援内容検討 地域内各種団体

年　　

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

生活環境部への声掛け（連携依頼） 生活環境部

事業内容検討（年間計画）

関係団体に連携依頼⇒打合せ

（事業ごと）

事業実施スケジュール作成

地区内への周知（募集）

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

【　備　考　】

【　備　考　】

・緑地帯の整備　　・赤灯台（守る会）　　・日和山の活用

本

当

に

必

要

な

｢

買

い

物

・

生

活

支

援

｣

を

実

施

す

る

た

め

の

実

態

把

握

（

主

体

／

環

境

チ

ー

ム

）

加

茂

地

区

の

環

境

保

全

～

ま

ち

づ

く

り

は

環

境

整

備

か

ら

～

（

主

体

／

環

境

チ

ー

ム

）

実

践

項

目

１
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８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

加茂の情報誌【フォロ ロッソ】第１号発行

(8/24）
24

加茂地区の各種団体の活動内容を調べる 〇 〇 自治振興会

情報誌【フォロ ロッソ】の構成を検討 〇 〇

製作する 〇 〇

【フォロ ロッソ】発行年間計画 〇

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

加

茂

を

元

気

に

す

る

取

り

組

み

の

現

状

と

課

題

を

若

者

に

知

っ

て

も

ら

う

実

践

項

目

１

【　備　考　】

令和元年～２年

加茂

GD

地域の若者・子どもが活躍するための実践スケジュール
（若者・子どものパワーが加茂を変える）

・8/24に第1号の【フォロロッソ】を発行し、育成会との交流会にて配布、各育成会の会員にも配布をお願いした

※フォロロッソとはイタリア語で赤灯台の意

・今後とも定期的に情報誌を発行し、それを継続していく

・【フォロロッソ】の発行に合わせて、育成会との交流会を開催する

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

教育チームと育成会の交流会を開催

(第１回目）
24 育成会

第２回目以降の交流会の開催時期を決定 13

交流会の案内を作る 〇 〇

交流会の出欠を取る 〇 〇

※今後の交流会の日程

教

育

チ

ー

ム

と

若

者

の

交

流

会

を

開

く

実

践

項

目

１

【　備　考　】

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容

令和元年～２年

連　携　先

・8/24開催時には、具体的な話を聞くことが出来てとても有意義だった<例 >加茂古道の整備に関わりたいがどこが窓口かわからない など

・交流会で出た意見を参考に、加茂の情報誌【フォロロッソ】の誌面の内容を考えていく

・出欠を各育成会の会長さんへ頼んだことから、次回以降もっと多くの人への声がけを協力して頂けることになった
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８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

　　ガイド看板の内容と設置個所の決定
加茂の文化遺産を愛する会

自治振興会・鶴岡市

自然チーム

　　ガイド看板作成と設置 〃

　　北前船寄港地パンフレット作成 〃

　　まち歩きガイドの養成
加茂の文化遺産を愛する会

自治振興会・地域住民

　　日和山整備（第1回目8/25実施） 〇

加茂町内振興会・鶴岡市

加茂の文化遺産を愛する会

町内会長・住民会長

自治振興会

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

１

２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１

０

月

１

１

月

　　泊町大黒舞のPR
鶴岡市・泊町大黒舞保存会

自治振興会

　　加茂の若者の伝承育成
泊町大黒舞保存会

自治振興会

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

日

本

遺

産

「

北

前

船

寄

港

地

」

追

加

認

定

周

知

と

ガ

イ

ド

看

板

設

置
【　備　考　】

令和元年～２年

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容 連　携　先

帆

船

乗

組

員

が

加

茂

に

残

し

た

「

泊

町

大

黒

舞

」

の

継

承
【　備　考　】

令和元年～２年

加茂

GD

加茂の歴史・教育を守り伝えていくための実践スケジュール
（加茂の歴史を後世に残し伝える）

令和元年５月２０日文化庁より北前船寄港地として追加認定を受ける

加茂T字路に自治振興会で北前船寄港地の看板設置 歴史チームはまち中を中心に看板を設置していきたい

貞永元年(１２３２年）帆船の乗組員等によって関西方面から伝えられた「泊町大黒舞」

昭和５９年に「加茂泊町大黒舞保存会」を発足し活動を行ってきたが、会員の高齢化により活動が縮小されてきていた。北前船寄
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  ９. 事業計画(今後進めていく項目整理表) 

2～
3年

4年
～

住
民

個
々

組
織
の

取
組
み

地
域
の

取
組
み

組
織
間

連
携

他
地
域

連
携

行
政
と

の
連
携

行
政

現
在
あ
る
山
・海
に
関
係
す
る
団
体
へ
の
参
加
人
数
を
増
や
す

○
◎

◎
◎

◎
海
教
塾
　加

茂
町
内
振
興
会

自
然
チ
ー
ム
か
ら
声
か
け

観
光
協
会
的
な
組
織
の
立
ち
上
げ

○
◎

◎
◎

◎
株
）い
い
加
茂
　社

）大
好
き
な
加

茂 地
域
振
興
部
（振
興
会
中
心
）

GD
全
体
で

水
族
館
駐
車
場
か
ら
貸
出
自
転
車
（レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
）

○
◎

◎
◎

株
）い
い
加
茂
　社

）大
好
き
な
加

茂
自
転
車
購
入
（購
入
補
助
申
請
）

地
域
内
不
要
自
転
車
リサ
イ
ク
ル

港
オ
ア
シ
ス
で
オ
ー
トキ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
出
来
る
様
に
す
る

○
◎

◎
自
治
振
興
会
土
木
課
観
光
物
産
課

観
光
協
会
的
な
組
織

照
明
器
具
・電
源
・水
道
・ト
イ
レ
の
確
保

NE
W
マ
リン
タ
ウ
ン
構
想
（マ
リン
レ
ジ
ャ
ー
を
推
進
す
る
）

○
◎

◎
◎

◎
海
教
塾
　自

治
振
興
会

波
の
安
定
し
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ
周
辺
を
活
か
し
て
、ヨ
ッ

ト・
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・S
UP
な
ど
の
マ
リン
レ
ジ
ャ
ー
・ダ
イ
ビ
ン

グ
な
ど
海
の
魅
力
を
最
大
限
活
用
し
て
集
客
を

ヨ
ッ
ト・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト・
ジ
ェ
ッ
トス
キ
ー
な
ど
も
保
管
で
き
る
施
設
を
確
保
す
る

○
◎

◎
◎

磯
見
組
合
　ゴ
ー
ル
ド
マ
リー
ナ
ク
ラ
ブ

旧
加
茂
小
の
活
用
（宿
泊
施
設
)お
よ
び
海
・山
を
活
か
し
た
自
然
体
験
ツ
ア
ー
（自

然
塾
）の
企
画

○
◎

◎
◎

◎
海
教
塾
　体

育
協
会
　自

治
振
興
会

金
峰
少
年
自
然
の
家
　教

育
委
員
会
ヨッ
ト教
室
　テ
ン
ト張
り

運
営
の
し
くみ
づ
くり

〇
◎

◎
◎

H
P委
員
会
⇒
観
光
協
会
的
な
組

織

旧
加
茂
小
に
宿
泊
施
設
を
整
備
し
、観

光
客
が
利
用
で
き
加
茂
の
魅
力
を
伝
え
て

人
口
増
に
つ
な
げ
る

ま
た
、一

部
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る

○
◎

◎
◎

教
育
委
員
会
、県

・鶴
岡
市

住
民
会
、自

治
振
興
会

ま
ず
は
地
域
で
検
討
、利

用
し
た
い
組
織

行
政
と連

携
し
て
い
く

加
茂
水
族
館
で
の
イ
ベ
ン
トを
実
施

○
◎

◎
加
茂
水
族
館
、地

域
振
興
部

教
育
チ
ー
ム
な
ど

定
期
的
な
開
催

商
工
会
的
な
組
織
を
作
る

○
◎

◎
お
も
し
ろ
い
”か
も
”

大
好
き
な
加
茂
、加

茂
デ
ザ
イ
ン

合
同
イ
ベ
ン
トの
開
催

空
き
家
の
活
用
、立

ち
寄
れ
る
場
所
（店
）、
加
工
所
に

○
◎

◎
◎

大
好
き
な
加
茂
、環

境
チ
ー
ム

鶴
岡
市
、自

治
振
興
会

場
所
、空

き
家
の
提
供
者

協
力
者
補
助
の
活
用

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
が
行
え
る
よ
うに
港
の
整
備

○
◎

◎
◎

ゴ
ー
ル
ドマ
リー
ナ
ク
ラ
ブ

港
湾
局
、漁

協
、自

治
振
興
会

新
マ
リー
ナ
タ
ウ
ン
構
想

自 然 ・ 風 景 を 活 か し て い く

た め の 提 案

実
践
の
ポ
イ
ン
トな
ど

産 業 を 振 興 し て い く た め の

提 案分 類
項
　　
　目

主
体
・役
割
・連
携
（実
践
の
体
制
）

想
定
さ
れ
る
連
携
先
な
ど
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2
～
3
年

4
年
～

住
民

個
々

組
織
の

取
組
み

地
域
の

取
組
み

組
織
間

連
携

他
地
域

連
携

行
政
と

の
連
携

行
政

空
き
家
活
用
の
た
め
の
調
査
・
分
類
を
行
う

○
◎

◎
◎

大
好
き
な
加
茂
、
い
い
加
茂

環
境
課

町
内
会
長
・住
民
会
長
に
も
協
力
い
た
だ
く

危
険
な
空
き
家
へ
の
対
応
を
学
ぶ

○
◎

◎
◎

大
好
き
な
加
茂
、
い
い
加
茂

環
境
課

”
子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
加
茂
”
の
気
持
ち
が
持
て
る
地
域
づ
く
り
を
す
る

○
◎

◎

住
居
に
適
し
た
空
き
家
を
移
住
者
に
紹
介
・
提
供
す
る
し
く
み
づ
く
り

○
◎

◎
◎

自
然
チ
ー
ム
、
自
治
振
興
会

大
好
き
な
加
茂
、
ラ
ン
ド
バ
ン
ク

空
き
家
を
利
用
し
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
つ
く
る

○
◎

◎
自
治
振
興
会
、
社
協

大
好
き
な
加
茂
、
い
い
加
茂

ラ
ン
ド
バ
ン
ク

店
舗
と
し
て
の
空
き
家
活
用
を
検
討
す
る

○
◎

◎
自
治
振
興
会
、
大
好
き
な
加
茂

ラ
ン
ド
バ
ン
ク

青
壮
年
世
代
の
一
人
一
人
に
役
割
を
あ
た
え
、
活
躍
す
る
場
を
設
け
る

○
◎

◎
◎

◎
育
成
会
　
海
教
塾
　
地
域
振
興
部

各
公
民
館

若
者
主
体
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

○
◎

◎
◎

◎
加
茂
水
族
館
　
育
成
会

自
治
振
興
会

子
ど
も
の
遊
び
場
を
作
る

○
◎

◎
◎

町
内
振
興
会

鶴
岡
市
都
市
計
画
課

旧
加
茂
小
学
校
跡
地
を
海
教
塾
の
拠
点
と
し
、
宿
泊
し
な
が
ら
海
洋
教
育
を
学
ぶ

〇
◎

◎
◎

◎
山
形
県
　
鶴
岡
市
　
海
教
塾

地
区
住
民
　
自
治
振
興
会

県
港
湾
や
鶴
岡
市
教
育
委
員
会
か
ら
も
協

力
し
て
も
ら
う

赤
灯
台
で
若
者
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
盛
り
上
げ
る

〇
◎

◎
◎

◎
赤
灯
台
を
守
る
会
　
大
好
き
な
加
茂

地
区
住
民
　
加
茂
の
各
団
体

大
好
き
な
加
茂
が
行
っ
て
い
る
灯
台
の
タ
イ

ル
募
金
に
協
力
し
、
も
っ
と
周
知
す
る

加
茂
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
ち
歩
き
ル
ー
ト
を
作
る

〇
◎

◎
◎

鶴
岡
市
　
自
治
振
興
会

加
茂
の
文
化
遺
産
を
愛
す
る
会

歴
史
の
テ
ー
マ
ご
と
に
ル
ー
ト
を
作
っ
て
み

る

実
践
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

分 類
項
　
　
　
目

加 茂 の 歴 史 ・ 教 育 を 守 り 伝 え

て い く た め の 提 案

地 域 の 若 者 ・ 子 ど も が

活 躍 す る た め の 提 案

主
体
・
役
割
・
連
携
（
実
践
の
体
制
）

想
定
さ
れ
る
連
携
先
な
ど

暮 ら し や す い 環 境 づ く り の た

め の 提 案

観
光
チ
ー
ム
事
業
に
は
、

町
内
会
長
・
住
民
会
長
の

協
力
が
必
須
！
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10. 地区を取り巻く協働先 

 
 

加
茂

地
区

自
治

振
興

会
 

 

加
茂

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

検
討

委
員

会
 

地
区
内

 

地
区
外
（
市
内
）

 

地
区
外
（
市
外
・
県
外
）

 

鶴
岡

市
役

所
 

庄
内

支
庁

総
合

支
庁

 

東
北

公
益

文
科

大
学

 
大

山
小

学
校

 
第

五
中

学
校

 

加
茂
地
区
を
取
り
巻
く
連
携
先

 

地
区

出
身

者
 

 

地
区

出
身

者
 

 

生
活

協
同

組
合

 

（
予

定
）

 

チ
ャ
ン

ピ
オ

ン
 

・
み

な
と
オ

ア
シ

ス
関

係
…

土
木

課
 

・
レ

イ
ン

ボ
ー

ビ
ー

チ
関

係
…

観
光

物
産

課
 

・
日

本
遺

産
関

係
…

観
光

物
産

課
 

・
地

域
ビ

ジ
ョ
ン

関
係

…
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推

進
課

 

鶴
岡

市
役

所
 
関

係
事

業
課

 

 

今
泉

 
住

民
会

 
油

戸
 

住
民

会
 

油
戸

東
 

住
民

会
 

金
沢

 
住

民
会

 
加

茂
 

町
内

会
 

し
お

ん
荘

 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

 

1
1
町
内
会

 

お
も

し
ろ

い
“か

も
” 

海
教

塾
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

運
営

委
員

会
 

総
務

部
 

社
会

 

教
育

部
 

生
活

 

環
境

部
 

地
域

 

振
興

部
 

加
茂

水
族

館
 

加
茂

水
産

高
校

 

山
形

県
水

産
試

験
場

 

山
形

県
漁

協
加

茂
支

所
 

加
茂

の
文

化
遺

産

を
愛

す
る

会
 

一
般

社
団

法
人

「
大

好
き

な
加

茂
」 

加
茂

町
内

振
興
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☆平成２９年１１月１０日（金）加茂地区地域づくり研修会開催 

 

 

 

 

 

まだグランドデザイン検討委員会が立ち上がっ

ていなく、参加したみんなは訳わからず。。の参加

の方が多かったよね。鶴岡市コミュニティ推進課

のご協力で開催することができました。 

加茂の人口が 40年で 1500人も減っていて、高齢化率が 40 年前１２％だったのが５０％近くまで

なっているデータにみんな言葉を失ってたよね。。 

   

☆平成３０年１月２４日(水） 

第 1回加茂グランドデザイン検討委員会開催 
 

 

                             良い所って、なかなか出てこなかっ

たな。。欠点や、マイナスなところは

どのグループからも沢山出ていたね。 

 

 

 

☆平成３０年３月１４日(水） 

第２回加茂グランドデザイン検討委員会開催 

 

 

 

 

 

 

  この日はホワイト DAY💛男性の皆さんにハラ

ハラさせないように（？）事務局からおいしいお

やつを準備させて頂きました(⋈◍＞◡＜◍)。✧♡   

11.検討の経過 

山形県置賜総合支庁産業経済部農

村計画部農村計画課課長（当時） 

地域づくりプランナーの 

髙橋信博さんとの出会い 

6 つのグループに分かれてのワークショップ。 

テーマは「加茂の現状を把握する」 

自分が住んでいる加茂の強み（魅力）弱み（欠点）

資源（可能性）不安（不便さ）を出し合いました。 

悪天候の中、多くの委員が集まってく

れました。 

今回のテーマは 

「加茂の現状を把握する 第２弾」 
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☆平成３０年８月８日(水） 

第３回加茂グランドデザイン検討委員会開催 

 

 

 

 

 

 

 

4 ヵ月ほど離れてしまった検討委員会。3月まで

話し合った内容の振り返り。庄内総合支庁農村

計画課の阿部主査、山本さん他職員の方との出

会い。プロジェクターで分かりやすく振り返

り。感謝！ 

前回の把握で出た強み、弱み、資源、不安をまと

めたシートを活用して、今日は課題解決のワークシ

ョップ。 

・強み⇒活用・伸ばす ・弱み⇒改善・無くす  

〇個人や、今ある加茂の団体として何ができるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月は年度のスタート、４・５月は各地域のお祭り

があり、地区大運動会も開催。７月には加茂港大漁

フェスティバル開催とイベントが盛りだくさんでな

かなか開催が出来なかった検討委員会。 
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☆平成３０年８月３１日(金） 

第４回加茂グランドデザイン検討委員会開催 

 

 前回の振り返りを行った後、加茂の課題の解決

のための提案を各グループで整理してみました。 

 できそうなこと、やれそうなこと、それを誰が

いつ、どこでやれるのか。。。かもでいつもつまづ

いてしまう課題です。時間があるグループは、や

れるスケジュールを考えてみました。 

 今すぐできるのか、２～3 年かかるのか。それと

もそれ以上。。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 番外編 》 

☆平成３０年９月２１日(金） 

Bグループワークショップ開催 
 

 

 

 

 

前回の検討委員会が楽しかったので、続

けて 8 月に第 4 回を行っちゃいました。

今回のテーマは 

「課題解決のための提案の整理」 

忙しくて第 4 回の検討委員会に参加でき

なかった B グループが、個別で集まって

くれました。忙しい中ありがとう！ 
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☆平成３０年１０月２日(火） 

第５回加茂グランドデザイン検討委員会開催 

 

 それぞれから出た課題をまとめたところ、

5 つの加茂の課題が提案されました。 

 加茂の強みを活用し、伸ばすためにはどん

な提案があればいいのか。 

 逆に、加茂の弱みを改善し、無くするため

にはどんな提案を出せばいいのか。 

 段々と、加茂が今必要とする課題がはっき

りしてきました 

 

 この 5つの提案に取り組んでいくプ

ロジェクトチームを本日立ち上げまし

た！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋さんの講義を聞いて、グランドデザイン検討

委員会を立ち上げてから約 1 年が経ちました。 

阿部主査のプロジェクターを見ながら振り返り。 

今回のテーマは 

「提案グループの活動計画づくり」 

歴史・教育を守り伝えていくための提案

項　　　　　　　　　　　　目

自然・風景を活かしていく提案

産業を振興していく提案

暮らしやすい環境づくりのための提案

地域の若者・子どもが活躍していくための提案
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25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧加茂小学校裏の日和山整備 

 教育・歴史チームの提案でもある、「北前船の歴史を後世に残し伝えていく」の第 1弾でもある日

和山整備。加茂町内振興会、加茂の文化遺産を愛する会、加茂町内会長、住民会長、自治振興会生活

環境部の皆さんよりご協力を頂き、加茂の海が見える本来の日和山になりました。 

加茂泊町大黒舞の若者育成 

 教育のスタートにもなる、加茂の伝統を若者に継承しようと認定を受けたのをきっかけに６月より

募集をかけ始まりました。１０名ほどの若者たちが新しく入会をしてくれ、北前船の乗組員が残して

行った大黒舞を引き継いでいます。 

令和元年５月２０日（月）文化庁より「北前船寄港地」 

として加茂が日本遺産追加認定を受けました。県で 

北前船の寄港地となったのは酒田市についで加茂が 

２つ目。鶴岡市の日本遺産としては出羽三山・サムライ 

シルクに次いで３つ目の日本遺産となりました。 

 


